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１．目的 

白梅学園大学 白梅学園短期大学（以下、「本学」とする）では、本学の教職員がソーシ

ャルメディアを適切に利用し、安全に活用できるよう、利用する際の考え方を策定しました。 

 

２．定義 

ソーシャルメディアとは、インターネット上で展開される個人による情報発信や個人間

のコミュニケーション、人の結びつきを利用した情報流通などが可能なメディアをさしま

す。 

例）電子掲示板（BBS）、ブログ、SNS（LINE、Facebook、Twitter、Instagram）、動画共

有サービス（YouTube）、wiki など。 

 

３．対象 

 本ガイドラインは、本学の教職員が、研究・教育・業務またはプライベートに関わらず、

ソーシャルメディアを利用する行為を対象とします。 

 本学の「教職員」とは本法人の教職員及び契約に基づいた教職員に準ずる者（非常勤講師、

派遣職員等）とし、本ガイドライン対象とします。 

 

４．指針 

１）法令遵守と権利の尊重 

ソーシャルメディア上の表現も、日本国憲法をはじめとする法令の下にあります。ネット

上といえども、治外法権ではありません。プライバシー、名誉、肖像権、著作権、商標権、

人格権等の他者の権利や、利益を不当に侵害することのないよう十分配慮してください。 

 例えば引用を行う場合には各法令上の要件を満たすような正当な範囲内で行うようにし

てください。 

留学、海外旅行、海外出張等国外においても諸外国の法令や国際法を遵守してください。 

 

２）特性と運用ルールの理解 

ソーシャルメディアの特性と各メディアの運用ルールを理解し、当該メディアのルール

を守ってサービスを利用してください。また、公の場であることを理解したうえで、発信し

た内容には責任を持ってください。 

 

http://e-words.jp/w/BBS.html
http://e-words.jp/w/%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0.html
http://e-words.jp/w/SNS.html


 

３）守秘義務、機密情報の取り扱い 

職務上知り得た守秘義務を要する情報、意思決定の過程にある未公開情報等を発信する

ことがないよう十分に注意してください。 

 教育や研究上知り得た機密情報や個人情報についても公開しないでください。これは「公

益通報者保護法」に基づく情報発信を妨げるものではありません。 

 

４）誤りの即時訂正 

 誤った情報や不適切な情報を、万が一発信してしまった場合は、発覚後、早急に訂正等の

対応を行ってください。 

 

５）プライバシー保護 

プライバシーを保護するために各ソーシャルメディアの利用方法や運用ルール・文化等

を理解して適切に利用してください。発信した情報は様々な形で拡散する恐れがあり、一

度発信した情報は完全に削除できません。自身のプライバシーと個人情報保護に努めると

ともに、当該メディアのルールを守り利用してください。また、本人の承諾なく個人情報

を特定・開示・漏えいするなど、個人のプライバシーに関わる情報は公開しないように注

意してください。 

 

６）本学の構成員である自覚 

情報を発信する際は、本学の構成員である自覚と責任を持ってください。本学に関連する

内容を発信する場合は、「書かれたことは個人的見解であり、本学の意見の公式発表・公式

見解ではない」ことを明確にしてください。  

 

５．その他 

 不正使用等が認められた場合には、別に定める懲戒規程に則り処分を受けることともに

国内外の法令や条例、利用規約等に則り処分・処罰をうけることになります。 

 

 

 

 

      【本ガイドラインに関する問い合わせ先】 

白梅学園大学 白梅学園短期大学 企画調整部企画調整室 

 

 


